
★ 「土曜講座」の取り進め方法

① 情報提供者 金子良憲（約７０分）
② ファシリテーター

熊西市民センター館長
中島浩史（約３０分）

★ 参加者 （どなたでもOK、無料） ９名
・校区の皆様 ・一般市民
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報告書作成：熊西まちづくり協議会 事務局 金子良憲



「土曜講座」の狙い！
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１．健康寿命全国NO１は山梨県
① 図書館数が全国１位（１０万人あたり） 、「図書司書」が完全に配置されている

・子どもの頃から “読書する習慣” が定着
・認知症になり難い！ （高齢になっても好奇心が旺盛！） （脳の刺激が活発！）

② 国民健康・栄養調査によると、山梨県は全国と比較して1日の平均歩数が少ないです。
また、国民健康・栄養調査と県民栄養調査の結果から、運動習慣がある方の割合は
男女ともに低くなっています。

２．高齢者の徘徊
① 警察庁の発表では、令和2年のうちに、全国の警察に届出があった徘徊からの行方不明者数は
年間約1万8千人にも上っています。

② ご本人に“歩く能力”はある！

★ 「健康寿命」を伸ばすためには、足腰の鍛錬は重要だが、脳の活性化（刺激）がもっと、効果的！
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中島館長より土曜講座の開催趣旨説明

グループに分かれて、活発に意見交換中島館長は進行役で、楽しく語り合う雰囲気づくり

情報提供者・金子より説明
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★ 本日の講義を受けて、グループで対話してみよう！（１）・・・中島館長より説明
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★ 本日の講義を受けて、グループで対話してみよう！（２）・・・中島館長より説明
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★ 参加者の感想
・人との会話が楽しいこと。 
・今、読んでいる本が「運」の本である（タイムリーなテーマ）

  ・幸運な人生を送りたいので考えられました。
  ・理解しているのに仲々、毎日実行できないけれど、本日教わった講座の内容を参考に 

努力したいと思います。大変参考になりました。 
        ・好奇心をもって健康寿命を伸ばす必要性を強く感じた。
        ・健康寿命、特に頭の体操も大切にしたいと思います。 
        ・グループ対話が出来て良かったです。                ・楽しいためになるお話が聞けました。

アンケート結果 （９名中８名が協力、６０歳代２名、７０歳代６名）



土曜講座の活動計画一覧表 （２０２４年７月～１２月）

日程 テ ー マ 備 考

７/２７
（１）

幸運な人と不運な人とを隔てるものは何か！
～“超高齢社会“ あなたにもっと、活躍の場が～ ★情報提供者

金子良憲

（北九州ＥＳＤ
協議会会員）

★ファシリテーター
中島浩史

（熊西市民センター
館長）

８/３１
（２）

ESD～SDGSをよく理解しよう！
～地域活動との関連で学ぶ～ 次回開催予定

９/２８
（３）

誰一人取り残さない社会を実現する為に！
～障がい者の支援活動から学ぶ～

１０/２６
（４）

愛されるジイジ・バアバのつくり方！
～ “超高齢社会“ あなたにもっと、活躍の場が～

１１/３０
（５）

健康寿命全国N0１・山梨県に学ぶ！
～ひまわり文庫を更に活用しよう～

１２/２１
（６）

幸福度全国NO１・福井県に学ぶ！
～地域の教育力を発揮しよう～

★ すべて土曜日、１０：００～１２：００ 熊西市民センター（第１会議室）

★ いろいろなテーマに関心を持とう！ ”脳の刺激“に効果的！
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第２回目・土曜講座のご案内（８/３１）
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